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民
間
事
業
者
も
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
扱
い
ま
す

認
知
症
を
理
解
す
る

問い合わせ先　総務課行政係　☎�１３１１

　

民
間
事
業
者
は
、

従
業
員
の
健
康
保

険
や
厚
生
年
金
等

の
加
入
手
続
、
給

与
の
源
泉
徴
収
票

の
作
成
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
証
券
会

社
や
保
険
会
社
で

も
、
配
当
金
・
保

険
金
等
の
支
払
調

書
の
作
成
事
務
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
１
月

以
降
、
税
や
社
会
保
障
の
手
続
の

た
め
に
、
パ
ー
ト
や
ア
ル
バ
イ
ト

を
含
め
、
全
従
業
員
の
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
を
、
源
泉
徴
収
票
や
健
康
保

険
・
厚
生
年
金
・
雇
用
保
険
な
ど

の
書
類
に
記
載
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

ま
た
、
民
間
企
業
が
外
部
の
人

に
講
演
や
原
稿
の
執
筆
を
依
頼
し
、

報
酬
を
支
払
う
場
合
も
報
酬
か
ら

源
泉
徴
収
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
、
こ
う
し
た
外
部
の
人
か

あなたらしく生きる「人生の年輪」
相談・問い合わせ先　健康長寿課地域包括支援係　☎�２３７７

認
知
症
と
は

　

い
ろ
い
ろ
な
原
因
で
脳
の
細
胞

が
死
ん
で
し
ま
っ
た
り
、
働
き
が

悪
く
な
っ
た
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な

障
が
い
が
起
こ
り
、
生
活
す
る
う

え
で
支
障
が
出
て
い
る
状
態
で
す
。

症
状

【
中
核
症
状
】

　

脳
の
細
胞
が
死
ぬ
こ
と
で
直
接

起
こ
る
症
状
。

①
記
憶
障
が
い
（
新
し
い
こ
と
が

　

覚
え
ら
れ
な
い
）　

②
見
当
識
障
が
い
（
日
に
ち
、
場

　

所
な
ど
が
分
か
ら
な
い
）　

③
理
解
・
判
断
力
の
低
下
（
考
え

　

る
ス
ピ
ー
ド
が
遅
く
な
る
、
２

　

つ
以
上
の
こ
と
が
重
な
る
と
う

　

ま
く
処
理
で
き
な
い
）

④
実
行
機
能
の
低
下
（
計
画
を
た

　

て
実
行
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
）

【
行
動
・
心
理
症
状
】

　

中
核
症
状
に
本
人
の
性
格
、
環

境
、
人
間
関
係
な
ど
の
要
因
が
か

ら
み
あ
っ
て
、
う
つ
状
態
、
妄
想
、

徘
徊
、
不
潔
行
為
な
ど
が
現
れ
る

症
状
。
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例
え
ば

中
核
症
状
（
記
憶
障
が
い
）

　

大
事
な
物
を
自
分
で
し
ま
い
込

　

み
、
し
ま
っ
た
こ
と
を
忘
れ
る

性
格
、
環
境
、
身
体
状
況

　

・
自
立
心
が
強
い

　

・
子
ど
も
に
迷
惑
を
か
け
た
く

　
　

な
い

　

・
物
忘
れ
の
不
安
を
消
し
た
い

行
動
・
心
理
症
状

　
「
家
族
が
私
の
大
事
な
物
を
盗

　

ん
だ
！
」（
も
の
盗
ら
れ
妄
想
）

こ
ん
な
と
き
は

○
こ
う
し
た
妄
想
は
、
最
も
身
近

　

で
介
護
し
て
い
る
人
に
向
け
ら

　

れ
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
周
囲

　

が
理
解
し
て
介
護
者
を
支
え
る

　

こ
と
が
大
切
で
す
。 

○
こ
う
し
た
症
状
は
頻
発
し
や
す

　

い
時
期
が
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ

　

は
治
ま
る
と
知
っ
て
い
る
こ
と

　

で
、
対
応
し
や
す
く
な
り
ま
す
。 

ら
も
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
提
供
し
て

も
ら
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は
、
全
従

業
員
に
関
係
す
る
制
度
で
す
。
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
を
含
む
個
人
情
報
は

適
切
に
管
理
し
ま
し
ょ
う
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
関
す
る
問

い
合
わ
せ
先

　

☎
０
５
７
０
・
２
０
・
０
１
７
８

（
全
国
共
通
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

※
平
日
９
時
～
17
時
30
分

（
年
末
年
始
を
除
く
）

高
齢
者
元
気
度

ア
ッ
プ
・
ポ
イ
ン
ト

６
月
の
対
象
活
動

○
健
康
相
談
・
長
寿
健
診
・

　

胃
が
ん
検
診

知っていますか「マイナンバー制度」

民間事業者 

 民間事業者も、税や社会保険の手続で、 

マイナンバーを取り扱います。 

金融機関の顧客 
原稿の執筆者など 

国民 

個人 
番号 

被保険者 
氏名 

資格取得 
年月日 

5678 ･･ 難波 一郎 25.4.1 

9876 ･･ 難波 花子 25.4.1 

被保険者資格取得届
（イメージ） 

行政機関 

年金事務所 
健康保険組合 
ハローワーク 

税務署 
市区町村 

各種法定調書や被保険者 
資格取得届等に個人番号 
を記載し、行政機関等に 
提出します。 

 支払調書 
（イメージ） 

支払を 
受ける者 

個人番号 
氏○○名 

1234 ････ 
番号 太郎 

健康保険、厚生
年金、雇用保険
の被保険者資格 
取得届の作成 

源泉徴収票や 
支払調書の作成 

 

個人番号の提示 

法律で定められた事務以外で 
マイナンバーを利用することは出来ません。 

個人番号 
1234 ････ 

従業員や 
その扶養家族 



○自宅周辺の点検

◦瓦の割れ、ズレはないか
◦雨戸や窓ガラスにがたつき・ゆる
　み・ひびはないか
◦雨どいの継ぎ目のズレはな
　いか・落ち葉などのつまり
　はないか
◦側溝の排水はよいか
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１
１
０
番
だ
よ
り

防
災
意
識
を
高
め
ま
し
ょ
う

２～３頁の
特集もご覧

ください

問
い
合
わ
せ
先　

伊
佐
警
察
署　

☎
�
０
１
１
０

　

鹿
児
島
県
は
台
風
や
集
中
豪
雨
に
よ

る
風
水
害
や
土
砂
災
害
の
発
生
が
多
く
、

伊
佐
市
で
も
過
去
の
大
雨
な
ど
に
よ
る

川
内
川
の
氾
濫
や
、
山
・
が
け
崩
れ
に

よ
る
人
的
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
、
次
の
こ

と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

日
頃
の
備
え

⑴
ラ
ジ
オ
や
テ
レ
ビ
の
気
象
情
報
に
注

　

意
す
る

　

事
前
に
情
報
が
わ
か
れ
ば
、
早
め
に

対
処
で
き
ま
す
。
日
頃
か
ら
、
気
象
情

報
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

⑵
大
雨
の
時
は
、
低
地
や
川
の
そ
ば
に

　

近
づ
か
な
い

　

大
雨
の
時
は
、
急
に
水
位
が
上
が
る

こ
と
も
あ
り
非
常
に
危
険
で
す
。
河
川

や
用
水
路
、
田
ん
ぼ
や
低
地
な
ど
に
近

づ
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

⑶
避
難
場
所
を
確
認
す
る

　

自
分
の
住
む
地
域
の
避
難
場
所
や
避

難
経
路
は
家
族
と
一
緒
に
確
認
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

⑷
非
常
持
出
品
を
準
備
す
る

　

い
つ
で
も
避
難
が
で
き
る
よ
う
に
、

戦
後
70
年
「
縁
と
絆
」
記
憶
の
風
景
と
未
来
を
た
ど
る

問
い
合
わ
せ
先　

伊
佐
Ｐ
Ｒ
課
交
流
Ｐ
Ｒ
第
１
係　

☎
㉙
４
１
１
３

　

種
子
島
の
北
部
に
位
置
し
、
南
北
の

長
さ
25
・
２
km
、
東
西
の
幅
８
・
２
km
、

面
積
は
２
０
５
・
66 

㎢
で
種
子
島
の
総

面
積
の
約
45
％
を
占
め
る
。（
西
之
表

市
の
面
積
は
、
伊
佐
市
の
約
半
分
。）

　

種
子
島
と
い
え
ば
、「
鉄
砲
伝
来
の

地
」
と
し
て
教
科
書
で
も
お
な
じ
み
で

あ
る
。
１
５
４
３
年
９
月
、
種
子
島
の

「
門
倉
岬
」
に
明
国
の
船
が
漂
着
。
そ

の
船
に
乗
り
合
わ
せ
て
い
た
ポ
ル
ト
ガ

ル
人
が
手
に
し
て
い
た
「
火
縄
銃
」
を

見
て
、
14
代
目
島
主
種
子
島
時
尭
は
2

丁
購
入
し
、
鍛
冶
師
の
八
板
金
兵
衛
に

複
製
を
命
じ「
国
産
第
一
号
の
火
縄
銃
」

が
完
成
し
た
。

　

鉄
砲
以
外
に
も
「
唐
芋
（
サ
ツ
マ
イ

モ
）」
は
琉
球
か
ら
種
子
島
に
伝
え
ら

れ
た
と
い
わ
れ
て
お
り
、
日
本
で
始
め

て
唐
芋
の
栽
培
を
行
な
っ
た
の
が
種
子

島
で
あ
る
。
意
外
と
知
ら
れ
て
い
な
い

が
種
子
島
は
米
ど
こ
ろ
で
も
あ
り
、
日

本
一
早
い
新
米
を
出
荷
し
て
い
る
。

　

黒
潮
の
影
響
を
受
け
流
入
し
た
さ
ま

ざ
ま
な
文
化
や
物
に
は
、
火
縄
銃
や
唐

芋
の
ほ
か
に
、
ハ
サ
ミ
、
イ
ギ
リ
ス
の

姉
妹
都
市
「
西
之
表
」

座
礁
船
を
救
助
し
た
際
に
島
民
が
お
礼

に
贈
ら
れ
た
「
鶏
（
イ
ン
ギ
ー
鶏
）」

な
ど
が
あ
る
。

　

ま
た
、
近
代
に
入
っ
て
か
ら
は
黒
潮

海
流
に
よ
り
大
阪
、
京
都
の
商
人
と
の

交
流
が
盛
ん
で
、島
内
で
京
言
葉
「
・・・

申
す
」
な
ど
が
使
わ
れ
て
い
た
時
代
も

あ
る
。
今
で
も
客
を
迎
え
る
と
き
「
お

じ
ゃ
り
申
せ
」
と
い
う
の
は
そ
の
名
残

で
あ
ろ
う
。（
お
じ
ゃ
り
申
せ=

い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
せ
）

　

次
回
、
学
童
疎
開
の
体
験
談
を
掲
載

し
ま
す
。

貴
重
品
や
常
備
薬
、
食
べ
物
、
飲
み
水
、

着
替
え
な
ど
の
非
常
持
出
品
を
事
前
に

準
備
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
懐

中
電
灯
は
す
ぐ
に
使
え
る
と
こ
ろ
に
置

き
ま
し
ょ
う
。

避
難
の
時
は

⑴
早
め
の
避
難

　

風
雨
が
強
く
な
っ
た
り
、
暗
く
な
っ

て
か
ら
で
は
、
危
険
度
が
増
す
の
で
、

早
め
の
避
難
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

⑵
災
害
時
要
援
護
者
な
ど
へ
の
気
配
り

　

隣
近
所
の
お
年
寄
り
な
ど
へ
の
声
か

け
や
避
難
の
際
の
介
助
な
ど
、
地
域
の

み
ん
な
で
協
力
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

切れ味抜群、左右対称の形
で利き腕の区別なく使える。

火薬を詰め火ぶたを切る鉄砲隊の勇壮な姿は必見。
①鉄砲祭り（8 月 23 日）

入り江にできた白い砂浜はまぶしいほど美しい。

②浦田海水浴場

③種子鋏（たねばさみ）



だ
れ
や
カ
ー
テ
ン
で
直
射
日
光
を
遮
る
、
換
気
を
し
て
屋
外
の

涼
し
い
空
気
を
入
れ
る
、
必
要
に
応
じ
て
エ
ア
コ
ン
等
を
使
用

す
る
な
ど
、
部
屋
に
熱
が
こ
も
ら
な
い
よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ

う
。

　

も
し
、
ま
わ
り
の
人
が
熱
中
症
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、
落

ち
着
い
て
状
況
を
確
か
め
対
処
し
ま
し
ょ
う
。

こ
ま
め
に
水
分
を
取
り

ま
し
ょ
う

エ
ア
コ
ン
を
上
手
に
使

い
ま
し
ょ
う

部
屋
の
中
で
も
安
心
は

で
き
ま
せ
ん

POINT ①

POINT ②POINT ③
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問
い
合
わ
せ
先　

健
康
長
寿
課
健
康
推
進
係　

☎
�
１
３
１
１

　

熱
中
症
は
暑
さ
が
厳
し
い
真

夏
に
か
か
る
と
思
い
が
ち
で
す

が
、
気
温
が
低
く
て
も
湿
度
が

高
い
時
に
熱
中
症
に
か
か
る
人

が
多
く
な
り
ま
す
。
湿
度
が
低

く
、
カ
ラ
ッ
と
し
た
天
候
で
は
、

汗
を
か
い
て
も
す
ぐ
に
蒸
発
し

て
乾
き
、
体
の
熱
を
発
散
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
と
こ
ろ
が

湿
度
が
高
い
と
汗
が
乾
き
に
く

く
な
っ
て
不
快
感
が
増
す
と
と

も
に
、
体
温
が
下
が
ら
ず
、
熱

が
体
に
こ
も
っ
て
熱
中
症
に
か

か
り
や
す
く
な
る
と
い
う
こ
と

で
す
。

　

梅
雨
の
時
期
は
湿
度
が
高
く

な
っ
て
い
き
ま
す
か
ら
注
意
が

必
要
で
す
。

　

の
ど
の
渇
き
を
感
じ
な
く
て

も
こ
ま
め
に
水
分
補
給
を
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
起
床
時
や
、

入
浴
前
後
に
も
水
分
補
給
が
必

要
で
す
。

※
ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
で
の
水
分

　

補
給
は
ダ
メ
で
す
。
ア
ル
コ

　

ー
ル
は
利
尿
作
用
が
強
い
の

　

で
、
摂
取
し
た
分
以
上
の
水

　

分
を
排
出
し
て
し
ま
う
こ
と

　

が
多
い
で
す
。
さ
ら
に
肝
臓

　

は
ア
ル
コ
ー
ル
の
解
毒
に
水

　

分
を
必
要
と
す
る
の
で
、
脱

　

水
状
態
に
な
り
や
す
い
身
体

　

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

エ
ア
コ
ン
や
扇
風
機
は
温
度

設
定
に
気
を
付
け
た
り
、
体
に

直
接
あ
た
ら
な
い
よ
う
風
向
き

を
調
整
す
る
と
、
体
が
冷
え
過

ぎ
ず
、
快
適
に
使
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、
シ
ャ
ワ
ー
や

冷
た
い
タ
オ
ル
で
も
、
体
を
冷

や
す
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　

熱
中
症
は
、
室
内
や
夜
間
で

も
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。
す

熱中症の応急処置

熱中症を疑う症状がありますか？
めまい・失神・筋肉の硬直・
頭痛・吐き気・倦怠感・意識
障害・けいれん・高体温など

　氷のうなどがあ
れば、首、脇の下、
太ももの付け根を
集中的に冷やしま
　しょう

本人が倒れたときの状況を知
っている人が付き添って、発
症時の状態を伝えましょう

意識がありますか？ 救急車を呼ぶ

そのまま安静にして十分に休息をとり、
回復したら帰宅しましょう

涼しい場所に避難し、
服をゆるめ体を冷やす

涼しい場所に避難し、服を
ゆるめ体を冷やす

水分を自力で接取できますか？

医療機関で受診

水分・塩分を補給する

はい

はい

はい

はい

症状がよくなりましたか？

いいえ

いいえ

いいえ
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〈作り方〉　
①りんごは皮をむいて 16等分し、５mmのい
　ちょう切りに。
②鍋にりんご・砂糖 30g・レモン汁を加え、や
　わらかくなるまで煮る。さつまいもは茹でて
　つぶし、りんごと混ぜる。
③②にマーガリン・砂糖・シナモン・卵黄を入
　れてよく混ぜ合わせる。
④ピンポン玉くらいの量を取ってラップで茶巾
　に絞り、アルミ箔の容器に入れて卵黄を表面
　に塗り、オーブントースターで約 15 分間、
　焦げ目がつくまで焼く。

生
Vol.56

「甘ささっぱり、子どもたちも喜ぶデザート」

〈材　料〉12 ～ 13 個分
りんご　　　　　１個　  さつまいも  　   400g
バター（マーガリン）　40g
砂糖　　　　　　大さじ３　
卵黄　　　　　　２個（１個は仕上げ用）
シナモン　　　　適量

　

南
三
陸
町
に
赴
任
し
て
２
か

月
が
経
ち
、
現
地
の
職
員
や
他

の
派
遣
職
員
と
協
力
し
合
っ
て

よ
う
や
く
職
場
環
境
や
こ
ち
ら

で
の
生
活
に
慣
れ
て
き
ま
し
た
。

私
は
、
住
宅
再
建
支
援
係
で
高

台
に
移
転
す
る
住
民
の
お
手
伝

い
を
し
て
い
ま
す
。

　

山
々
の
木
々
が
緑
色
に
色
濃

く
な
る
こ
の
時
期
（
５
月
）
は
、

南
三
陸
町
と
気
仙
沼
に
ま
た
が

る
「
田た

つ
が
ね
さ
ん

束
山
」
の
山
頂
に
群
生

す
る
５
万
本
の
山
ツ
ツ
ジ
が
満

開
と
な
り
、
山
頂
を
朱
色
に
染

め
、
観
光
客
を
魅
了
す
る
「
癒

し
」
の
ス
ポ
ッ
ト
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

田
束
山
は
、
標
高
５
１
２

メ
ー
ト
ル
、
古
来
か
ら
修
験
の

山
（
霊
山
）
と
し
て
知
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

山
の
周
り
に
は
、
お
寺
の
建

立
跡
や
史
跡
、
経
塚
群
、
サ
ン

シ
ョ
ウ
ウ
オ
の
生
息
地
も
あ
り

ま
す
。
山
頂
か
ら
は
リ
ア
ス
式

海
岸
を
一
望
で
き
る
ほ
か
、
遊

歩
道
を
散
策
し
て
み
る
と
山
菜

な
ど
も
あ
る
自
然
豊
か
な
場
所

で
す
。
南
三
陸
町
に
お
越
し
の

際
は
、
ぜ
ひ
田
束
山
を
訪
れ
て

み
て
く
だ
さ
い
。

　

そ
う
い
え
ば
、
コ
ン
ビ
ニ
で

黒
伊
佐
錦
が
並
ん
で
い
る
の
を

発
見
し
ま
し
た
。
東
北
に
伊
佐

市
の
焼
酎
が
あ
る
こ
と
に
う
れ

し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
伊
佐
を
思
い
つ
つ
、

南
三
陸
町
の
復
興
の
た
め
に
頑

張
っ
て
い
ま
す
。（

福
田
光
一
郎
）

▲田束山のツツジ▲サンショウウオ

南三陸だより
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問い合わせ先
大口図書館（大口ふれあいセンター内）　　　　　　　☎�０４１７
菱刈図書館（菱刈ふるさといきがいセンター内）　　　☎�３０００

日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５ ６

７ ８ ９ 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30

図書館へようこそ
Welcome to Library

【今月の新刊本】

　  は休館日
　  はイベント
開館時間　火 ～ 土：９時～ 18時
　　　　　日・祝日：９時～ 17時

【おすすめの一冊】（新刊全点案内より引用）

児  童 一  般

　本の中に入れる、おは
なしパーラーにやってき
たまじょ子たち。けれど
も、お代をはらえないま
じょ子たちが入ることが
できたのは、文字も絵も
ない真白な本で…。ジャ
ケットそでに切り取って
使うしおり付き。

　妻子に逃げられた吾
郎は、ただいま低額宿
泊所の施設長。元ホー
ムレスの若者の絵に目
をつけた彼は、失った
家族を取り戻すため、
起死回生の一手「ギャ
ラリスト」に全てを賭
ける。　

まじょ子のおはなしパーラー　藤真知子

（出版：ポプラ社） （出版：講談社）

明日の色　新野剛志

【　児　童　】
ふしぎなともだち たじまゆきひこ
まんてんべんとう くすのきしげのり
りゆうがあります	 ヨシタケシンスケ

【　一　般　】
武道館 朝井リョウ
地下水路の夜 阿刀田高
孫物語 椎名誠

【イベント情報】
ブックスタート
日　時　６月 20日（土）11:00 ～ 11:40
場　所　菱刈ふるさといきがいセンター和室
対象者　出産予定の人。2歳未満の赤ちゃんと保護者。
※前日までに菱刈図書館にお申込みください。
　当日は母子健康手帳を持参ください。
ふれあいメルヘンひろば
日　時　６月 27日（土）10:30 ～ 11:00
場　所　大口図書館
内　容　図書館ボランティア「ぎんなん」による大型絵本
　　　　や紙芝居の読み聞かせ

○

【６月の図書館カレンダー】

○
○




